
※行事の予定は諸事情により変更する場合があります。

３年進路関係は学年で配布済みの予定表をご参照ください。
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入試直前!
３年生はステップアップ！

今年も３年生の入試対策とし

て「ステップアップ講座」を実

施しました。４日間全２５講座

にのべ２２０人余が参加し、大

変熱心に取り組んでいました。

また、後援会のご支援もいた

だき、２学期末懇談中に全学年

で数学や英語の勉強会が行

われました。入試に向け

て、自分の課題に一生

懸命取り組みました。

未

然

形

の
力

学

校

長

松

川

利

広

新

し
い
年

が
始

ま
り

ま
し
た
。

二

〇

一

五

年

（
平

成

二

七

年

）
を
、
干

支

（
十

干

十

二

支

）
で
表
す

と
「
乙

未

」
（
き
の
と
ひ
つ
じ
）
と
な
り

ま
す

。
次

の
「
乙

未
」
は
、
中

学

二

年

生

が
七

五

歳

に
な
る
、
六

〇
年

後

の
二

〇

七

五
年

に
再

び
巡

っ
て
き
ま
す

。
今

年

は
、
一

般

的

に
は
、
十

干

を
省

略

し
た
「
未

」
年

と
呼

ば
れ
、
動

物

に
あ
て
は
め
る
と

「
羊

」
年

に
な
り

ま
す

。

そ
こ
で
、
今

回

は
「
未

」
年

に
ち
な
ん
で
、
「
未

然

形

（
口

語

文

法

）
」
に
つ
い
て

お
話

を
し
た
い
と
思

い
ま
す

。

動

詞

は
、
用

い
方

に
よ
っ
て
語

形

が
活
用

（
＝
変

化

）
し
ま
す

。
例

え
ば
、
「
本

を
読

ま
な
い
（
未

然

形
）
、
本

を
読

も
う
（
未
然

形

）
、
本

を
読

み
ま
す

（
連

用

形

）
、
本

を
読

む
（
終

止

形

）
、
本
を
読

む
時

（
連

体

形

）
、
本

を
読

め
ば
（
仮

定

形

）
、
本

を
読

め
（
命

令

形

）
」
と
い
う

よ
う
に
。

未

然

形

に
は
、
他
の
活

用

形

に
は
な
い
二

つ
の
連

な
り

が
あ
り

ま
す
。
一

つ
は

「
本

を
読

ま
な
い
」
の
よ
う

な
「
打

ち
消

し
（
～

な
い
）
」
形

、
も
う

一

つ
は
「
本

を

読

も
う

」
の
よ
う

な
「
意
志

（
～
う

、
～

よ
う
）
」
形

で
す

。
そ
の
た
め
、
五

段

活

用
動

詞

の
未

然

形

の
活

用

語

尾

は
ア
段

と
オ
段

の
二

段

に
な
り
ま
す

。
こ
れ
は
、

「
（
文

語

）
思

は
む
→

思

お
う
」
の
よ
う
に
、
古

典

文

法

に
お
け
る
未
然

形

（
ア

段

）
が
、
口

語

文

法

の
五
段

活

用

動

詞

の
未
然

形

（
オ
段

）
に
変

化

し
た
こ
と
に

よ
り

ま
す

。
な
お
、
古

典

文

法

で
は
四

段

活
用

動

詞

は
あ
り

ま
す

が
、
五

段
活

用

動

詞
は
あ
り

ま
せ
ん
。

先

に
、
口
語

動

詞

の
未

然

形
に
は
、
打

ち
消

し
と
意

志

を
表

す

二

つ
の
形

が

あ
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
よ
く

よ
く

考

え
て
み
る
と
、
思

考
・
判

断
の
主

体

で
あ

る
「
私

」
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
限

り

、
内

面

的

な
精

神

作

用

と
し
て
は
、
両

者

は
方

向

性

こ
そ
異

な
る
も
の
の
等

価

で
あ
る
と
思

い
ま
す

。
し
か
し
、
両

者

の
現

象

面

（
表

に
現

れ
た
姿

や
行

動

）
は
、
大

き
く

変

わ
り

ま
す

。
現

前
と
し
て
、
本

を
読

ん
で
い
な
い
私

と
、
本

に
向

か
っ
て
い
る
私

が
い
る
の
で
す

か
ら
。

こ
の
よ
う

に
、
未

然

形

の
二

つ
の
形

に
着

目

す

る
と
、
「
変

わ
ら
な
い
と
変

わ

ろ
う

」
、
「
言

わ
な
い
と
言

お
う

」
、
「
書

か
な
い
と
書

こ
う
」
、
「
喜
ば
な
い
と
喜

ぼ
う
」
、
「
怒

ら
な
い
と
怒

ろ
う

」
、
「
泣

か
な
い
と
泣

こ
う

」
、
「
買

わ
な
い
と
買

お
う
」
、
「
叱
ら
な
い
と
叱

ろ
う

」
な
ど
、
行

動

の
方

向

性

を
明

確

に
す

る
言

葉

と
向

き
合

う

こ
と
に
な
り

ま
す

。
そ
の
こ
と
は
曖

昧

な
態

度

や
行

動

を
凜
と
さ

せ
、
毎

日

の
生

活

に
心

地

よ
い
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
す

の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す

。

と
き
ど
き
、
今

の
自

分

に
か
か
わ
る
「
動

詞

」
を

抜

き
出

し
て
、
そ
の
未

然

形

と
じ
っ
く

り

と
対

峙
し

て
み
る
と
、
進

む
方

向

が
定

ま
り

、
勇

気

と
元

気

が

わ
い
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

附中生は様々な分野で健闘をしてくれています。
これまでの表彰式で表彰した各賞を紹介します。
表面には主な受賞を掲載しております。

【科学部】
・ＷＲＯ国際大会優勝 長野 春太 堀口 大聖 山本 拓実

世界５０カ国から約５万人もの子どもが参加する自律型ロボット競技WRO（ワールド
・ロボット・オリンピアード）の国際大会が、11月22、23日にロシア・ソチで開催さ
れました。その大会に科学部２年生の長野 春太君、山本 拓実君、堀口 大聖君の３名
が日本代表として出場し、見事優勝し世界一の栄冠に輝きました。

【日本ユネスコ協会連盟】
・連盟賞 ユネスコ寺子屋リーフレットコンテスト
最優秀賞 日本ユネスコ協会連盟賞 南島 奈々
優秀賞 Dプロジェクト賞 山岡 美穂

2013年度「ユネスコ寺子屋プロジェクト」のリーフレットコンテ

ストに、全国のユネスコスクールから 2,342人の生徒が取り組みました。その中で、

南島さんは最優秀賞、山岡さんは優秀賞の上位２点に選ばれました。

【韓日交流エッセイ・フォトコンテスト】
・日本語エッセイ部門 中学生の部

優秀賞 青野 真奈 佳作 木村 和香
入選 寺田 皓信 入選 堀口 大聖

駐日大韓民国大使館と韓国文化院主催の「韓日交流エッセイ・

フォトコンテスト」において、昨年８月に訪韓した生徒が書い

た体験記が数多く入選しました。

【国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト】
・最優秀賞 外務大臣奨励賞 桃井 りほ

本コンテストは、中学生・高校生を対象に、開発途上国の現状について理解を深め、
国際社会の中で日本、そして自分たち一人ひとりがどのように行動すべきかを考える
ことを目的として実施されています。中学生の部37,669点、高校生の部28,793点、総数66,462点
もの応募があり、桃井さんは、その中での上位３点の最優秀賞に選ばれました。 <裏面にも紹介>
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附中生は様々な分野で健闘をしてくれています。

これまでの表彰式で表彰した各賞を紹介をします。＜表面から続く＞

４月１４日 部活動紹介
・ バレーボール部 奈良市バレーボール１年生大会 第２位

・ テニス部 奈良県選手権大会 第３位

・ 関西科学塾 個人賞 山内 萌々乃

７月１８日 終業式
・ 男子ハンドボール部 奈良市総体 第１位

・ バレーボール部 奈良市総体 第３位

・ テニス部 奈良市総体 シングルス 第２位 清水 遙日

・ 水泳部

奈良市民体育大会

中学男子１００ｍ 平泳ぎ 第１位 吉川 祐斗 １００ｍ 自由形 第２位 上田 誠

１００ｍ 背泳ぎ 第３位 高野 勇輝 ２００ｍ 平泳ぎ 第３位 飯田 航平

奈良市総体

男子 ５０ｍ 平泳ぎ 第２位 飯田 航平 １００ｍ 自由形 第１位 上田 誠

１５００ｍ 自由形 第２位 有長 一輝 ２００ｍ 自由形 第２位 上田 誠

女子 ５０ｍ 平泳ぎ 第１位 田中 真由 ５０ｍ 自由形Ａ 第３位 池内 日奈子

５０ｍ 自由形Ａ 第２位 田中 真由

・ 体操競技 県民体育大会 中学生の部段違い平行棒 第１位 吉川 咲菜

奈良市市民体育大会 女子上級 個人総合 第５位 段違い平行棒 第１位 吉川 咲菜

・ 全日本こども美術大賞展 特選 平川 佳湖

・ 水道週間作品展 ポスターの部 銀賞 辻 菜々果

９月１日 二学期始業式
・ 陸上部 全日本中学校通信陸上競技大会 奈良大会 女子１年 １００ｍ 第８位 今西 愛

・ バトミントン部 奈良市バドミントン選手権大会 １年男子シングルスＡブロック 第３位 古川 敦士

・ 男子ハンドボール部 近畿ブロックトレーニング育成指定選手 小森 一樹 大西 雅楽

・ 水泳部 奈良県中学校選手権大会 男子４００ｍ自由形第２位 男子２００ｍ自由形第４位 上田 誠

＊紀和大会出場

奈良県中学校新人水泳競技大会 男子４００ｍ自由形第２位 上田 誠

奈良県中学校総合体育大会 男子２００ｍ自由形第３位 ＊近畿大会出場 上田 誠

１０月２２日 全校集会
・ テニス部 奈良県新人大会 団体戦第３位

・ バレーボール部 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

全国都道府県対抗中学校バレーボール大会選抜選手 福嶋はるな

・ 水泳部 奈良県中学校学年別水泳競技大会 背泳ぎ 第４位 高野 勇輝

女子２００ｍ 個人メドレー 第３位 田中 真由

・ 科学部 ＷＲＯ２０１４全国大会 オープンカテゴリー 優秀賞 長野 春太 山本 拓実 堀口 大聖

ＷＲＯ２０１４全国大会 レギュラーカテゴリー 中学生部門 優秀プレゼン賞（全国２位）

桐木 理陽人 木本 裕一郎 吉田 弘陸

・ 陸上部 奈良県中学校学年別対抗陸上競技大会 女子１年１００ｍ 第２位 今西 愛

１０月２９日 生徒会意見発表会
・ ジュニア美術展 入選 堀 志穂 久留島 江那 上田 真央

・ 吉野神宮書作展 産経新聞社賞 奥田 美紗季

吉野神宮文化協会賞 山本 知佳

特選 栢木 菜名 中川 美穂 藤橋 一之

準特選 山本 歩美 上田 静奈 伊藤 瑞音 乾 恭子

桃井 りほ 多田 美咲 乾 芙由香 上田 真琴 堀越 るり

佳作 森川 実咲 今西 優羽 福田 愛 宮城 元

１２月２２日 終業式
・ 女子ハンドボール部 奈良県中学校新人大会 女子の部 第３位

奈良県秋季ハンドボール選手権大会 中学女子の部 第３位

・ 新体操 奈良県中学校新体操新人大会 ロープ２年の部 第３位 内田 えりこ

・ バスケットボール部 奈良県中学校バスケットボール１年生大会 ブロック 第１位

・ 日本学生科学賞奈良県 優秀賞 中澤 光

佳作 増田 奈保子 奥田 理子

・ 奈良県統計グラフコンクール

入選 玉置 なつ 岸 花菜 佳 作 髙橋 駿太

１月７日 始業式
・科学部 FLL(FIRST LEGO League) 西日本大会優勝 奈良教育大学附属中学校αチーム

・少年の主張 京都府大会 佳作 藤原 芽花

・日本学書展 特選 奥田 美紗希 栢木 菜名

準特選 山本 步美 山本 知佳 桃井 りほ

中川 美穂 乾 恭子 永尾 智哉

入選 高橋 咲千子 藤橋 一之 兼光 利彩子 宮城 元

次回
・青少年読書感想文奈良県コンクール

毎日新聞社賞 村田 央弥

佳作 青野 真奈 雀部 杏美 森川 実咲






